
(57)【要約】

【課題】横方向電界方式の液晶表示装置において、プロ

セス要因によるシールド共通電極とドレイン配線の層間

ショートが発生しても、レーザーリペア等で層間ショー

ト部を分離することが出来るＴＦＴアレイ基板を提供す

る。

【解決手段】

ドレイン配線と異層で重なっているシールド共通電極の

中央にスリット部を設ける。ドレイン配線とシールド共

通電極との層間ショートが発生した場合、画面表示上は

重大な線欠陥となるが、ショート発生部のスリットの両

脇をレーザーリペア等で切断し、ショート箇所を分離す

ることで、線欠陥をリペア・消滅することができる。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
第 １ 基 板 と 、 前 記 第 １ 基 板 上 に 設 け た 互 い に 平 行 な ゲ ー ト 配 線 及 び 共 通 配 線 と 、 前 記 ゲ ー
ト 配 線 及 び 前 記 共 通 配 線 を 覆 っ て 前 記 第 １ 基 板 上 に 設 け た 第 １ 絶 縁 膜 と 、 前 記 第 １ 絶 縁 膜
上 に 設 け ら れ 、 前 記 ゲ ー ト 配 線 及 び 前 記 共 通 配 線 と 交 差 す る ド レ イ ン 配 線 と 、 前 記 ド レ イ
ン 配 線 を 覆 っ て 前 記 第 １ 絶 縁 膜 上 に 設 け た 第 ２ 絶 縁 膜 と 、 前 記 第 ２ 絶 縁 膜 上 に 設 け ら れ 共
に 透 明 材 料 か ら な り 、 対 向 す る 平 行 な 電 極 部 を 有 す る 共 通 電 極 及 び 画 素 電 極 と 、 前 記 第 １
基 板 と 対 向 し て 配 置 さ れ る 第 ２ 基 板 と 、 前 記 第 １ 基 板 と 前 記 第 ２ 基 板 と の 間 に 挟 持 さ れ る
液 晶 層 と を 備 え 、 前 記 共 通 電 極 及 び 前 記 画 素 電 極 の 対 向 す る 平 行 な 電 極 部 の 間 に 電 界 を 発
生 さ せ て 前 記 液 晶 層 の 液 晶 分 子 を 前 記 第 １ 基 板 に 平 行 な 平 面 内 で 回 転 さ せ て 表 示 を 行 う 液
晶 表 示 装 置 で あ っ て 、 前 記 共 通 電 極 は 、 前 記 ド レ イ ン 配 線 の 幅 よ り も 広 い 幅 で 前 記 ド レ イ
ン 配 線 を 幅 方 向 に 覆 い 、 前 記 ド レ イ ン 配 線 と 重 な り あ う 一 部 に ス リ ッ ト 部 (電 極 な し 部 )が
設 け て い る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 共 通 電 極 の 前 記 ス リ ッ ト 部 (電 極 な し 部 )が 、 極 力 、 共 通 配 線 に 近 づ け て 設 置 さ れ て い
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 共 通 電 極 の ス リ ッ ト 部 の ド レ イ ン 配 線 方 向 の 長 さ は 、 レ ー ザ ー リ ペ ア で カ ッ ト で き る
程 度 に 小 さ い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 画 素 電 極 と と も に 多 数 配 列 し た 液 晶 表 示 装 置 に 関 す る も の
で あ り 、 特 に 横 方 向 電 界 を 用 い る 液 晶 表 示 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 図 ３ は 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 の Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 側 の 平 面 図 で あ る 。 図 ４ は 図 ３ の Ｉ － Ｉ 間 の 断
面 図 で あ る 。 先 ず 、 図 ３ ， ４ を 参 照 し て 、 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 に つ い て 説 明 す る 。 透 明 基
板 １ の 上 に Ｃ ｒ 膜 か ら な る 走 査 線 ２ 及 び そ れ と 平 行 に 延 び る 共 通 配 線 ３ が 形 成 さ れ る 。 次
に 、 走 査 線 ２ 、 共 通 配 線 ３ を 覆 っ て 絶 縁 膜 を 堆 積 さ せ 、 画 素 信 号 を 供 給 す る た め の ド レ イ
ン 配 線 ７ が 形 成 さ れ る 。 半 導 体 層 ６ に は ド レ イ ン 配 線 ７ の 一 部 と し て の ド レ イ ン 電 極 ８ 及
び ソ ー ス 電 極 ９ が 接 続 さ れ る 。 ソ ー ス 電 極 ９ は 共 通 配 線 ３ の 上 で は ス ト レ ー ジ 電 極 １ ０ を
構 成 し 、 更 に 画 素 の 中 央 方 向 に 延 び て 画 素 電 極 １ １ を 構 成 す る 。 半 導 体 層 ６ 、 ド レ イ ン 電
極 ８ 、 ソ ー ス 電 極 ９ 、 半 導 体 層 ６ 下 方 の 走 査 線 ２ に よ り ス イ ッ チ ン グ 素 子 ２ １ と し て の 薄
膜 ト ラ ン ジ ス タ が 構 成 さ れ て い る 。 符 号 ２ ０ は ス ト レ ー ジ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 次 に 、 絶 縁 膜 ５ の 上 に 、 層 間 絶 縁 膜 １ ３ を 形 成 す る 。 層 間 絶 縁 膜 １ ３ 上 に は 液 晶 に 電 界
を 印 加 す る た め の 上 部 画 素 電 極 １ ４ と シ ー ル ド 共 通 電 極 １ ５ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の と き 、 シ ー ル ド 共 通 電 極 １ ５ は 、 ド レ イ ン 配 線 ７ か ら 画 素 の 表 示 領 域 に 漏 れ る 電 界
を シ ー ル ド す る 。 上 部 画 素 電 極 １ ４ 、 シ ー ル ド 共 通 電 極 １ ５ は 同 層 に 設 け ら れ 、 走 査 線 ２
、 ド レ イ ン 配 線 ７ よ り も 液 晶 側 に 位 置 し 、 配 線 層 と し て は 最 上 層 に 位 置 し て Ｉ Ｔ Ｏ 等 の 透
明 材 料 で 形 成 さ れ る 。 上 部 画 素 電 極 １ ４ は 、 絶 縁 膜 を 上 下 に 貫 通 す る コ ン タ ク ト ホ ー ル １
７ を 通 し て 下 部 画 素 電 極 １ １ に 接 続 さ れ る 。 一 方 、 シ ー ル ド 共 通 電 極 １ ５ も 同 様 に 絶 縁 膜
を 上 下 に 貫 通 す る コ ン タ ク ト ホ ー ル １ ８ を 通 し て 下 層 の 共 通 配 線 ３ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 後 、 層 間 絶 縁 膜 １ ３ 上 に 上 部 画 素 電 極 １ ４ 、 シ ー ル ド 共 通 電 極 １ ５ を 形 成 し た 後 は
、 配 向 膜 （ 図 示 せ ず ） で 表 示 領 域 の 表 面 を 覆 い ラ ビ ン グ 処 理 を 施 し て Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 １ ０ ０ を
完 成 さ せ る 。 更 に 、 Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 １ ０ ０ に 対 向 し て カ ラ ー フ ィ ル タ （ Ｃ Ｆ ） 基 板 ３ ０ ０ を 配
置 し て 、 そ れ ら の 間 に 液 晶 層 ２ ０ ０ を 挟 み 、 保 持 す る 。

10

20

30

40

50

(2) JP 2005-164746 A 2005.6.23



【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 上 述 の よ う に 構 成 さ れ た 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て は 、 シ ー ル ド 共 通
電 極 と ド レ イ ン 配 線 と の 間 の 層 間 シ ョ ー ト が 発 生 し た 場 合 、 レ ー ザ ー カ ッ ト で シ ョ ー ト 箇
所 を 分 離 で き な い 構 造 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は か か る 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 シ ー ル ド 共 通 電 極 と ド レ イ ン 配
線 間 で 層 間 シ ョ ー ト が 発 生 し た 場 合 で も 、 レ ー ザ ー カ ッ ト で シ ョ ー ト 箇 所 を 分 離 で き る 液
晶 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 第 １ 基 板 と 、 前 記 第 １ 基 板 上 に 設 け た 互 い に 平 行 な ゲ ー ト 配
線 及 び 共 通 配 線 と 、 前 記 ゲ ー ト 配 線 及 び 前 記 共 通 配 線 を 覆 っ て 前 記 第 １ 基 板 上 に 設 け た 第
１ 絶 縁 膜 と 、 前 記 第 １ 絶 縁 膜 上 に 設 け ら れ 、 前 記 ゲ ー ト 配 線 及 び 前 記 共 通 配 線 と 交 差 す る
ド レ イ ン 配 線 と 、 前 記 ド レ イ ン 配 線 を 覆 っ て 前 記 第 １ 絶 縁 膜 上 に 設 け た 第 ２ 絶 縁 膜 と 、 前
記 第 ２ 絶 縁 膜 上 に 設 け ら れ 共 に 透 明 材 料 か ら な り 、 対 向 す る 平 行 な 電 極 部 を 有 す る 共 通 電
極 及 び 画 素 電 極 と 、 前 記 第 １ 基 板 と 対 向 し て 配 置 さ れ る 第 ２ 基 板 と 、 前 記 第 １ 基 板 と 前 記
第 ２ 基 板 と の 間 に 挟 持 さ れ る 液 晶 層 と を 備 え 、 前 記 共 通 電 極 及 び 前 記 画 素 電 極 の 対 向 す る
平 行 な 電 極 部 の 間 に 電 界 を 発 生 さ せ て 前 記 液 晶 層 の 液 晶 分 子 を 前 記 第 １ 基 板 に 平 行 な 平 面
内 で 回 転 さ せ て 表 示 を 行 う 液 晶 表 示 装 置 で あ っ て 、 前 記 共 通 電 極 は 、 前 記 ド レ イ ン 配 線 の
幅 よ り も 広 い 幅 で 前 記 ド レ イ ン 配 線 を 幅 方 向 に 覆 い 、 前 記 ド レ イ ン 配 線 と 重 な り あ う 一 部
に ス リ ッ ト 部 (電 極 な し 部 )が 設 け て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 場 合 に 、 前 記 共 通 電 極 の 前 記 ス リ ッ ト 部 (電 極 な し 部 )が 、 極 力 、 共 通 配 線 に 近 づ け
て 設 置 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 前 記 共 通 電 極 の ス リ ッ ト 部 の ド レ イ ン 配 線 方 向
の 長 さ は 、 レ ー ザ ー リ ペ ア で カ ッ ト で き る 程 度 に 極 力 小 さ い (数 μ ｍ オ ー ダ ー )こ と が 好 ま
し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 ド レ イ ン 配 線 の 上 層 に オ ー バ ー ラ ッ プ す る シ ー ル ド 共 通 電 極
に ス リ ッ ト 部 (電 極 な し 部 )を 設 け る こ と に よ っ て 、 ド レ イ ン 配 線 と シ ー ル ド 共 通 電 極 間 の
層 間 シ ョ ー ト が 発 生 し た 場 合 、 画 面 表 示 上 は 重 大 欠 陥 で あ る 線 欠 陥 と な る が 、 ス リ ッ ト の
両 脇 を レ ー ザ ー リ ペ ア で 切 断 す る こ と で 、 シ ョ ー ト 箇 所 を 分 離 し 、 線 欠 陥 を リ ペ ア す る こ
と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 に つ い て 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し て 具 体 的 に 説 明
す る 。 図 １ は 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 側 の １ 画 素 を 示 す
平 面 図 で あ る 。 な お 、 図 ４ は 図 １ の Ｉ － Ｉ 線 に よ る 断 面 図 で あ り 、 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 を
示 す 図 ３ の Ｉ － Ｉ 線 に よ る 断 面 図 と 共 通 で あ る 。 な お 、 以 下 の 実 施 形 態 に お い て は 、 画 素
電 極 及 び そ れ に 平 行 し て 設 け ら れ る 共 通 電 極 の 形 状 は く の 字 状 に 屈 曲 し た 形 状 と し て い る
。 勿 論 、 こ れ ら を 直 線 状 に 形 成 し た も の に 本 発 明 の 構 成 は 適 用 し 得 る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 透 明 基 板 １ の 上 に Ｃ ｒ 膜 か ら な る 走 査 線 ２ 及 び そ れ と 平 行 す る 共 通 配 線 ３ が 形 成 さ れ る
。 次 に 、 走 査 線 ２ 、 共 通 配 線 ３ を 覆 っ て 絶 縁 膜 を 堆 積 さ せ 、 画 素 信 号 を 供 給 す る た め の ド
レ イ ン 配 線 ７ が 形 成 さ れ る 。 半 導 体 層 ６ に は ド レ イ ン 配 線 ７ の 一 部 と し て の ド レ イ ン 電 極
８ 及 び ソ ー ス 電 極 ９ が 接 続 さ れ る 。 ソ ー ス 電 極 ９ は 共 通 配 線 ３ の 上 で は ス ト レ ー ジ 電 極 １
０ を 構 成 し 、 更 に 画 素 の 中 央 方 向 に 延 び て 画 素 電 極 １ １ を 構 成 す る 。 半 導 体 層 ６ 、 ド レ イ
ン 電 極 ８ 、 ソ ー ス 電 極 ９ 、 半 導 体 層 ６ 下 方 の 走 査 線 ２ に よ り ス イ ッ チ ン グ 素 子 ２ １ と し て

10

20

30

40

50

(3) JP 2005-164746 A 2005.6.23



の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ が 構 成 さ れ て い る 。 符 号 ２ ０ は ス ト レ ー ジ で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 次 に 、 絶 縁 膜 ５ の 上 に 、 層 間 絶 縁 膜 １ ３ を 形 成 す る 。 層 間 絶 縁 膜 １ ３ 上 に は 液 晶 層 に 電
界 を 印 加 す る た め の 上 部 画 素 電 極 １ ４ と シ ー ル ド 共 通 電 極 １ ５ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の と き 、 シ ー ル ド 共 通 電 極 １ ５ は 、 ド レ イ ン 配 線 ７ か ら 画 素 の 表 示 領 域 に 漏 れ る 電 界
を シ ー ル ド す る 。 上 部 画 素 電 極 １ ４ 、 シ ー ル ド 共 通 電 極 １ ５ は 同 層 に 設 け ら れ 、 走 査 線 ２
、 ド レ イ ン 配 線 ７ よ り も 液 晶 層 側 に 位 置 し 、 配 線 層 と し て は 最 上 層 に 位 置 し て 透 明 材 料 で
形 成 さ れ る 。 上 部 画 素 電 極 １ ４ は 、 絶 縁 膜 を 上 下 に 貫 通 す る コ ン タ ク ト ホ ー ル １ ７ を 通 し
て 下 部 画 素 電 極 １ １ に 接 続 さ れ る 。 一 方 、 シ ー ル ド 共 通 電 極 １ ５ も 同 様 に 絶 縁 膜 を 上 下 に
貫 通 す る コ ン タ ク ト ホ ー ル １ ８ を 通 し て 下 層 の 共 通 配 線 ３ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 シ ー ル ド 共 通 電 極 １ ５ は 、 下 層 に 形 成 さ れ た ド レ イ ン 配 線 ７ と オ ー バ ー ラ ッ プ し
て 設 け ら れ 、 ド レ イ ン 配 線 ７ よ り も 幅 広 く 形 成 さ れ る 。 ま た 、 ド レ イ ン 配 線 ７ と オ ー バ ー
ラ ッ プ す る 箇 所 に ス リ ッ ト 部 １ ６ (電 極 な し 部 )を 設 け て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 層 間 絶 縁 膜 １ ３ 上 に 上 部 画 素 電 極 １ ４ 、 シ ー ル ド 共 通 電 極 １ ６ を 形 成 し た 後 は 、 配 向 膜
（ 図 示 せ ず ） で 表 示 領 域 の 表 面 を 覆 い ラ ビ ン グ 処 理 を 施 し て Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 １ ０ ０ を 完 成 さ せ
る 。 更 に 、 Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 １ ０ ０ に 対 向 し て カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 ３ ０ ０ を 配 置 し て そ れ ら の 間
に 液 晶 層 ２ ０ ０ を 挟 み 、 保 持 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 液 晶 表 示 装 置 は 、 シ ー ル ド 共 通 電 極 １ ５ 及 び 画 素 電 極 １ １ ， １ ４ の 対 向 す る 平 行 な
電 極 部 の 間 に 電 界 を 発 生 さ せ て 、 液 晶 層 ２ ０ ０ の 液 晶 分 子 を Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 １ ０ ０ に 平 行 な 平
面 内 で 回 転 さ せ て 表 示 を 行 う 液 晶 表 示 装 置 で あ る 。 そ し て 、 シ ー ル ド 共 通 電 極 １ ５ は 、 ド
レ イ ン 配 線 ７ の 幅 よ り も 広 い 幅 で ド レ イ ン 配 線 ７ を 幅 方 向 に 覆 い 、 ド レ イ ン 配 線 ７ と 重 な
り あ う 一 部 に ス リ ッ ト 部 １ ６ (電 極 な し 部 )が 設 け て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て は 、 ド レ イ ン 配 線 ７ の 上 層 に オ ー バ ー
ラ ッ プ す る シ ー ル ド 共 通 電 極 １ ５ に 、 ス リ ッ ト 部 １ ６ (電 極 な し 部 )を 設 け て い る 。 こ の 場
合 に 、 シ ー ル ド 共 通 電 極 １ ５ と ド レ イ ン 配 線 ７ と の 間 に 、 プ ロ セ ス 起 因 に よ る シ ョ ー ト 箇
所 １ ２ が 発 生 し た と き は 、 画 面 表 示 上 は 重 大 な 欠 陥 で あ る ド レ イ ン 配 線 ７ の 線 欠 陥 と し て
表 示 さ れ る 。 そ こ で 、 ス リ ッ ト 部 １ ６ の 両 側 を レ ー ザ ー カ ッ ト 部 １ ９ で 示 す よ う に レ ー ザ
ー カ ッ ト す る こ と に よ り 、 シ ー ル ド 共 通 電 極 １ ５ の シ ョ ー ト 箇 所 １ ２ を 分 離 す る こ と が で
き 、 線 欠 陥 を 消 滅 ・ リ ペ ア す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 層 表 示 装 置 に つ い て 、 図 ２ の 平 面 図 を 参 照 し
て 説 明 す る 。 シ ー ル ド 共 通 電 極 １ ５ に 設 け て い る ス リ ッ ト 部 １ ６ (電 極 な し 部 )が 、 な ん ら
か の 問 題 で 共 通 配 線 ３ 上 に 設 け る こ と が で き な い 場 合 、 こ の ス リ ッ ト 部 １ ６ を 極 力 共 通 配
線 ３ に 近 く な る よ う 配 置 し た 例 で あ る 。 本 実 施 形 態 も 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 の 作 用 効 果 を 奏
す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ 、 図 ３ の Ｉ － Ｉ 線 に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 １ ； 透 明 基 板
　 ２ ； 走 査 線
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　 ３ ； 共 通 配 線
　 ５ ； 絶 縁 膜
　 ６ ； 半 導 体 層
　 ７ ； ド レ イ ン 配 線
　 ８ ； ド レ イ ン 電 極
　 ９ ； ソ ー ス 電 極
　 １ ０ ； ス ト レ ー ジ 電 極
１ １ 、 １ ４ ； 画 素 電 極
１ ２ ； シ ョ ー ト 箇 所
１ ３ ； 層 間 絶 縁 膜
１ ５ ； シ ー ル ド 共 通 電 極
１ ６ ； ス リ ッ ト 部
１ ７ ， １ ８ ； コ ン タ ク ト ホ ー ル
１ ９ ； レ ー ザ ー カ ッ ト 部
１ ０ ０ ； Ｔ Ｆ Ｔ 基 板
２ ０ ０ ； 液 晶 層
３ ０ ０ ； カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 1月 26日 (2005.1.26)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 後 、 層 間 絶 縁 膜 １ ３ 上 に 上 部 画 素 電 極 １ ４ 、 シ ー ル ド 共 通 電 極 １ ５ を 形 成 し た 後 は
、 配 向 膜 （ 図 示 せ ず ） で 表 示 領 域 の 表 面 を 覆 い ラ ビ ン グ 処 理 を 施 し て Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 １ ０ ０ を
完 成 さ せ る 。 更 に 、 Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 １ ０ ０ に 対 向 し て カ ラ ー フ ィ ル タ （ Ｃ Ｆ ） 基 板 ３ ０ ０ を 配
置 し て 、 そ れ ら の 間 に 液 晶 層 ２ ０ ０ を 挟 み 、 保 持 す る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ９ ２ ８ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ０ ２ － ３ ０ ２ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 ０ ６ － ２ ８ １ ９ ５ ９ 号 公 報
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